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【目的】全身関節弛緩（GJL）は，全身の関節に過可動性がみられる身体的な特徴で，筋 -
骨 格 系 疾 患 の 危 険 因 子 で あ る と 考 え ら れ て い る ． Beighton Hypermobility Score
（Beighton 法）は GJL の代表的な評価法であり，先行研究でヨーロッパ系民族に比べて
アジア系，中東系，アフリカ系民族に GJL の発現率が高いことが報告されている．しかし，
我が国では，Beighton 法を用いた研究が少なく，日本人と他民族との GJL 発生率の比較
が難しい．一方，GJL は，筋 -骨格的な支持性の低下による体幹や下肢の障害・外傷と関
連する可能性が指摘されているが，統一した見解が得られていない．また，足部アーチ構
造は，骨，靭帯および骨格筋によって構成され，特に内側縦アーチ，横アーチが崩れると
偏平足，開帳足などを呈し，その要因の一つとして GJL が指摘されている．そこで，本研
究では，日本人の筋 -骨格的な支持性の特徴，スポーツ障害・外傷を始めとする主要な筋 -
骨格系の障害・外傷の発症予防の基礎資料とすることを目的に，若年成人日本人を対象に，
①日本人における GJL 発生率を明らかにし，②GJL と筋 -骨格系の障害・外傷の既往，③
GJL と足底アーチ構造との関連について調査した．  
【方法】対象者は，大学生 258 名（男性 101 名，女性 157 名）であった．Beighton 法の
評価は，両側の第 5 指 MP 関節，手関節，肘関節および膝関節と脊柱の 9 ヵ所の過可動性
を測定し，4 ヵ所以上の陽性を GJL 有と判定した．筋 -骨格系の障害・外傷は，質問紙調
査によって確認した．また，足底アーチ構造は，足底バランス測定装置 Foot Look（フッ
トルック社）を用い，対象者をスキャナー上に直立位で立たせて足底の画像を取り込み，
パソコンの画像解析で，両側の足長，足幅，開帳角，母指外反角を測定した．アーチ高率
は，直立位での両側の舟状骨高を測定し，アーチ高率（％）＝舟状骨高／足長×100 で算
出した．なお，対象者の利き足は，ボールを蹴る足とし，利き足と非利き足に分けて分析
した．  
【説明と同意】聖隷クリストファー大学の倫理委員会の承認を得たのち，対象者に書面と
口頭にて説明を行い，同意を得てから調査を実施した．  
【結果】GJL 発生率は，男性 101 名中 6 名（5.9％），女性 157 名中 41 名（26.1％）であ
った．GJL と筋 -骨格系の障害・外傷との関連では，男性は GJL 有における腰部，膝関節
（靭帯損傷，半月板損傷）の障害・外傷の割合が高かったが，女性には差がなかった．GJL
と足底アーチ構造との関連では，男性の GJL 有無による足底アーチ構造の差はなかったが，
女性の GJL 有における非利き足の開帳角は GJL 無に比べて有意に高い値を示した．  
【考察】本研究の結果，日本人若年成人男性の GJL 発生率に民族的な差は少ないが，女性
はアジア系，アフリカ系民族と同程度であると考えられる．また，開帳角の増大は前方横
アーチの平坦化を示していることから，GJL は女性の前方横アーチの崩れに関与している
可能性があると考えられる．GJL と筋 -骨格系の障害・外傷との関連については，男性に
おける GJL 有が 6 名と少なく，また障害・外傷のある者の割合が 6 名中 2 名（33.3％）
であったことから，今後，サンプルサイズを増やして検討する必要がある．  
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